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入浴施設などの提供に関する協定を締結 福祉避難所に関する協定を締結

宝くじの助成金で子ども神輿を整備永年選挙を支えた２人を表彰

苅部さん(写真左)と小林さん(写真中央)

豪雨災害の際は約7,000人が「きぬの湯」で入浴しました 市内からも26人の生徒が通っています

立派になった神輿２基(写真左が若宮戸中部、写真右が中沼)

　市で選挙管理委員会委員を永年勤めた、小林一夫

さん(大塚戸町)と苅部義男さん(原宿)の２人に、全

国市区選挙管理委員会連合会から表彰状が贈られま

した。

　小林さん、苅部さん両名は2011年から市選挙管理

委員会委員として、公平・公正な選挙を行うために

尽力されています。表彰状は６月に神達市長から２

人へ手渡され、これまでの功績についてお礼の言葉

を送られました。

　(一財)自治総合センターでは、宝くじの社会貢献

広報事業として、地域コミュニティ活動に必要な備

品などを整備するための助成を行っています。

　市では今年度、若宮戸中部自治区・中沼自治区の

２自治区で、水害や老朽化で破損していた子ども神

輿を新たに整備しました。

　さっそく今年の夏祭りから、大勢の子どもたちが

真新しい神輿を担いで地域を回ってお披露目をし、

にぎやかな掛け声が響きました。

　６月28日、市内で温泉施設「天然温泉きぬの湯」を

運営するメークス株式会社(武藤眞一代表取締役社

長)と、災害時応援協定を締結しました。

　災害時にメークス株式会社が、被災者への入浴施

設の提供や入浴施設利用時の消耗品の提供に協力し、

被災者の生活環境の改善を図ります。

　2015年９月関東・東北豪雨の際にも支援をいただ

きましたが、協定を結んだことで災害時に速やかな

被災者支援が可能となります。

　７月１日、茨城県立結城特別支援学校(押野文子

校長)と、災害時応援協定を締結しました。

　福祉避難所とは、指定避難所に避難した方のうち、

配慮が必要だと認められた方が安全・安心な避難生

活を送れる避難所です。

　災害時に結城特別支援学校が管理する施設の一部

を福祉避難所として使用し、在校生や保護者などの

安全確保を図ります。今後も避難所運営マニュアル

の作成や合同避難訓練を通して協力体制を築きます。

▷



広報常総 2019年８月号 9

明るい社会のために市民へ呼びかけ

初夏の風物詩　ホタル観賞会

石下柔道部　全国第３位！

表彰式後に笑顔を見せる７人

多くの子どもたちでにぎわいました

市内中学校では生徒会が中心になって活動しました

　講道館(東京都)で行われた第39回全国少年柔道大

会で、石下柔道部が第３位に輝きました。

　予選となった県大会で優勝したことは広報常総５

月号でお伝えしたとおりですが、選手７人は引き続

き「自分を信じ・仲間を信じ」をスローガンに試合に

臨みました。リーグ戦、決勝トーナメントと勝ち進

み、準決勝では、今回優勝した福岡県のチームと対

戦し、代表戦までもつれこむ熱戦となりました。

　石下柔道部の今後の活躍も楽しみです。

　市では、保護司会・更生保護女性会・民生委員を

中心に、各中学校や高校、水海道祇園祭会場や大型

ショッピングセンター前で犯罪や非行防止を呼びか

けました。

　この運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と

罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それ

ぞれの立場において力を合わせ、安全・安心な明る

い社会を築こうする全国的な運動で、毎年７月を強

化月間として市内で啓発活動を行っています。

　７月６日・７日の２日間、水海道あすなろの里で

初夏恒例の「ほたるの誘い」が開催されました。

　夕方は、バルーンアートや夏祭りコーナー、ス

テージイベントが実施され、２日間で親子連れなど

約2,300人が集まりました。日が暮れ、夜の８時を

過ぎると、ホタルのいる田んぼまでの道がろうそく

でほのかに照らし出されました。

　参加者はホタルを驚かせないように声を小さくし

て観賞し、ふわりと光が飛ぶところを見つけると、

嬉しそうに様子を眺めていました。

　　　   常総市豊岡町乙3587
デイサービス でんわ 0297-27-5070
グループホーム でんわ 0297-24-0505

みんなで元気で楽しく長生きしましょう

◁


